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1. はじめに
西洋の紋章は，親子関係・婚姻関係・血縁関係に加

え，個人の社会的地位や異動を表すコンパクトな図像

情報である．しかし，その内容はきわめて厳密かつ膨

大な情報を含む上，例外も多い．このため，紋章学が

登場し，紋章の収集・抽出・分類が行われてきた．

一方，ICTの発展により，それまでの紋章学を元に
インターネットを利用した紋章の幅広い収集とデータ

ベース化，およびその検索に関する研究が行われるよ

うになった [1]．しかし，紋章の検索には紋章学に基づ
いた分類法が用いられるため，紋章学用語を知らない

ユーザは検索が困難である．この問題を解決するため，

複数の図像から選択肢を提示する研究も存在する [2]．
しかし，扱えるデータ数が極めて少ない．この他，画

像認識を利用した研究もある [3]．しかし，現状では簡
単な要素抽出に留まり，研究は進んでいない．

このような状況に対し，我々はこれまでに，紋章の

図像化規則が比較的解明されている中世イギリスを中

心にデータベース化のための要件整理やデータフィー

ルドの研究を行ってきた [4]．この研究を通して，図像
としての紋章のみでは必要な情報が得られない場合が

あることが明らかになった．例えば，図 1の黒い楕円で
示した紋章の上部には文字情報が欠落し，図像だけが

示されている [5]．これは紋章のデザインが新規に制定
される際に，先祖に関する情報が極めて判読困難な形

で組み込まれたケースである．すなわち，紋章のデー

タベース化には図像解析だけでは不十分であり，様々

なテキストを用いて紋章情報を補強する必要がある．

そこで，本研究では紋章が内包する情報を補強可能

なテキストの資料として，図 2に例示するような「紋
章の認定証」に着目した [6]．紋章の認定証は紋章を必
要とする人に対し，国家機関である紋章院が発行する

紋章情報の確認とそれを利用する人とを同定する公文

書である．この中で，我々の研究蓄積 [7]のある人物と
して，紋章とその認定証が公開されている中世イング

ランドのシェイクスピアを取り上げ，彼がデザインし

た紋章の認定証に記載されたテキストを利用し，解析

した結果を示す．

2. テキストの選定
シェイクスピア家には紋章が無かったが，彼の父が

紋章継承権を持つ女性と結婚した．紋章継承権を持つ

女性が婚姻した場合，相手の紋章が内包する家系や個
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図 1: “The Dering Roll”にみられる情報の欠落 [5]

図 2: イギリスの紋章院発行の認定証の例 [6]

(a) 認証された紋章 [9] (b) 申請のためのドラフト [8]

図 3: シェイクスピア家の紋章資料

人情報を反映した変更を，自らの持つ紋章に施す必要

がある．そこで，父のためにシェイクスピアは 2度紋
章申請を行い，いずれも認められている．したがって，

紋章院からの認可証は 2通発行されている [8]．図 3(a)
は 2度目の申請に基づくシェイクスピア家の紋章であ
り，図 3(b)はその申請に利用したドラフトである．今
回は，シェイクスピアが最終的に利用した 2度目の紋
章の認可証を利用することとする．

本資料は 1599 年に発行されたものであり，初期近
代英語（early modern English）により記述されてい
る．正書法は現在利用される現代英語（contemporary
English）と類似点が多いが，綴りが異なるか不安定で
ある場合が多い．これが一次データである紋章の認定

証の正式な表記なのか，書籍化された際のタイプミス

なのかは不明である．
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(a) 高頻度 10 位

(b) 3-gram

図 4: 単語集計の結果

テキストは Lambert編によるシェイクスピアの資料
集の PDF版から入手した [8]．但し，同書籍には 2通
ともテキスト情報として掲載されており，一次資料の

出典に関する言及が無い．一方，森は現存しないと主

張している [9]ため，信憑性については注意が必要であ
る．ソフトウェアを利用したテキスト変換では誤認識

が多かったため，手入力で抽出した．また，従来より作

成してきた紋章学用語ファイルを参照ファイルとした．

3. 解析手法
通常，テキストマイニングでは重要語句の頻度を指

標とするが，「紋章の認可証」は一定の形式に則って記

述される公文書であるため，公文書の特徴抽出となっ

てしまう可能性がある．そこで，自然言語処理におい

て多用されるコンコーダンス解析を行う．これは，紋

章用語が含まれるテキストや前後の文脈，共起解析な

どを行うものである．この結果から紋章を見るだけで

は得られない情報が得られれれば，紋章の認定証をテ

キスト解析する意義があると判断する．

この目的にかなうコンコーダンサーとして，Casual
Concバージョン 2.0.3 [10]を利用した．理由は，(1)英
語を主対象としたコンコーダンサーであること，(2)異
綴り処理が行えること，(3)後日の作業拡張を見据え，
統計処理ソフトである R や形態素解析ソフトである
TreeTaggerとの連携が容易なこと，(4)これまで紋章
の画像処理を行わせてきた macOS上でも動作するこ
と，の 4点である．

4. 解析結果
単語集計の結果を，単語で高頻度上位 10位まで示し
たものが図 4(a)である．紋章用語「arms」と「or」が
ランクインした．そこで，値を 3として n-gram解析を
した結果が図 4(b)である．ここから得られた「arms」
という紋章用語で KWIC文脈表示させた．図 5(a)が
左 3語，図 5(b)が右 3語での表示結果である．さらに
共起関係を調べたものが図 6となる．
この結果から，Arden of Wellingcote家とシェイク
スピア家の関係の言及を抽出できる．これは新規に制

作された紋章の図像情報からだけでは得られない情報

(a) 左 3 語抽出

(b) 右 3 語抽出

図 5: 単語「arms」による KWIC文脈表示

図 6: 単語「arms」での 3-gram共起関係

である．一方，同家の名称は 2系統存在する [9]．本認
可証がどちらの系統を指すものか，今後詳細な調査が

必要である．

5. おわりに
以上，紋章の認可証をテキスト解析し，紋章の図像解

析では得られない家系情報の抽出に成功した．今後は

この手法を利用して，紋章情報に関するテキストデー

タを収集し，紋章データベース構築に有用な要素の選

定を進める予定である．
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